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⾝の回りの塗装製品の多くは、装飾や防⾷などを⽬的として塗膜が使⽤されています。 
塗膜に要求される性質の⼀つとして「硬さ」があります。弊センターで試験を実施して
いる塗膜の硬度試験についてご紹介いたします。 

 
■ 鉛筆引っかき硬度試験 

当センターでは、JIS K 5600-5-4:1999［塗料⼀般試験⽅
法－第５部 塗膜の機械的性質－第４節 引っかき硬度（鉛
筆法）］の試験において、「⼿かき法」及び、⼀連の動作を機
械で⽤いて⾏うことのできる「機械法」の鉛筆引っかき硬度
試験を実施しております。 

鉛筆引っかき硬度試験機は、塗膜やプラスチックの表⾯の
硬さを、６B（軟）~６H（硬）までの鉛筆を使い、芯を試料
の表⾯に⾓度 45°, 荷重 750g で押し当て⼀定の速度で引っ
かき、⽬視により試料に傷が認められない最も硬い鉛筆の硬
度記号を鉛筆引っかき硬さとして評価します。なお、試験に
使⽤する鉛筆の先端形状は、尖らすのではなく、鉛筆の芯に
傷がない滑らかな円柱状になるように⽊部を除き、先端が平
らな芯を 5〜6mm 露出させたものを⽤います。   

 試験機仕様 
試料台 100 × 180 mm 

ストローク 左右 100 mm、前後 50 mm 

引っかき⾓度 
規格鉛筆取付⾓度 45±1° 
鉛筆回転⾓度 120°毎に 3 か所で固定可（0°,120°,240°） 
規格鋼針取付⾓度 90° 

引っかき速度 0.5 〜 1 mm/s（電動可変速式） 

荷重 デッドウエイトバランス+追加荷重式 
最⼤荷重 1050g（調節単位 50g） 

その他 アーム⾼さ調整機構（試験⽚厚さ 最⼤ 30mm） 

対応規格 JIS D 0202, JIS K 5600-5-4, JIS K 5651, JIS K 6894, ASTM D2197, ASTM D3363, 
ISO 15184 

 

図１ 鉛筆引っかき硬度試験機（機械法） 

図２ 試験状況（機械法） 


